
１．宿泊者の状況についてご記入ください。(宿泊者なしの場合は「０」、休業の場合は「休業」とご記入ください。) （人）

7月

8月

9月

２．外国人宿泊者数の延べ人数、国籍別内訳についてご記入
　　ください。該当者なしの場合は空白でも構いません。

（人）

7月

8月

9月

7月

8月

9月

おおよその割合（％）で算出した場合は左欄にレ印をいれてください。

３．客室の稼働状況についてご記入ください。

7月

8月

9月

４．国の「Go To トラベル　キャンペーン」、奈良県の「いまなら。キャンペーン」についてご記入ください。

7月 8月 9月

7月

8月

9月

㊙奈良県宿泊旅行統計調査　調査票（令和２年７月～９月）

貴宿泊施設名

 ※旅館業法の営業施設ごと
定員数(人)

従業員数
(人)

客室数(室)

 宿泊施設のタイプ
(該当番号に〇印)

１．旅館　　２．ホテル　３．簡易宿所（民宿）　４．簡易宿所（ゲストハウス）
５．簡易宿所（一棟貸し）　６．キャンプ場　　７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(例) 1人の方が2泊した
場合
→延べ人数2人
　 実人数1人

宿泊者数 うち教育旅行
うち外国人

（日本国内に住所を有しない）
延べ人数

…（A)
実人数 延べ数 実人数

延べ人数
…（B)

実人数

フランス ロシアドイツ
外国人の延べ
人数又は割合
…（Ｂ）

韓国 中国 香港 台湾 アメリカ カナダ イギリス

スペイン その他シンガポール タイ マレーシア インド オーストラリア インドネシア ベトナム フィリピン イタリア

客室数 営業日数 使用客室数…（C) （または客室稼働率）

GoTo トラベル いまなら。 GoTo トラベル いまなら。 GoTo トラベル

休業・定休日を
除く日数

月ごとの
使用延べ客室数

使用客室数の記入が難しい場合、おおよその客
室稼働率を％でご記入ください。

室 日 室 （または　　　　　　　　　　　％）

九州
沖縄

いまなら。

日 室 （または　　　　　　　　　　　％）

室 日 室 （または　　　　　　　　　　　％）

（例）1月の場合

（C）使用客室数
　　3室（1月1日）
　　2室（1月2日）
　　2室(1月15日)
　　3室（1月31日）
　　　　　　　　　⇒10室

室

近畿
（奈良以外）

延べ
宿泊者数 人 人 人 人 人

中国 四国

人

「Go To トラベル キャンペーン」利用者の発地（居住地）

北海道 東北 北陸 東京都
関東

（東京以外）
中部 奈良県

国籍（出身地）別の記入が難しい場合は、おおよその割合（例えば、中国 50％,台湾 30％,アメリカ 10％,その他 10％）をご記入ください。

１の宿泊者数（うち外国人 延べ人数（B））と

２の外国人の延べ人数（B）には、等しい値が入り

ます。

要提出

旅館業法の許可施設ごとに、ご記入ください

例）旅館●● ： 定員 １２人、客室 ３室

教育旅行には、修学旅行のほか林間学校等

も含めてご記入ください。

外国人の延べ人数の国籍別内訳を、「２」にご記

入ください。

上段１の外国人宿泊者の延べ人数（Ｂ）について、

国籍別内訳をご記入ください。

国籍（出身地）別の延べ人数の記入が難しい場合

は、おおよその割合（例えば、中国 50％,台湾 30％,

待機していたが、宿泊者が来な

かったため、途中から休業にした

日は、営業日数に含めて下さい。

利用客室数の合計とは、宿泊に使用した客室数

を１ヶ月ごとに集計した数値です。

例）１ 月分 １日 ３室利用

２日 ２室利用

１５日 ２室利用

３１日 ３室利用

→ １日～３１日までに使用した客室数の合

計である１０室をご記入ください。

（人


